
中
辺
分
別
論
は
初
期
唯
識
思
想
を
伝
え
て
い
る
重
要
な
論
害
で
あ
る
が
、
業
に
関
す
る
所
説
は
比
較
的
少
な
い
。
中
辺
分
別
論
は
こ

１

②

の
諭
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
中
と
辺
と
を
弁
別
す
る
論
」
す
な
わ
ち
中
道
と
二
辺
（
両
極
端
）
と
を
弁
別
し
、
結
局
中
道
を
説

か
ん
と
す
る
論
で
あ
る
が
、
第
一
章
相
品
、
１
虚
妄
分
別
、
〃
雑
染
相
で
は
十
二
支
縁
起
と
三
種
、
二
種
、
七
種
の
雑
染
と
の
関
係
が

説
か
れ
、
そ
の
三
種
雑
染
す
な
わ
ち
煩
悩
雑
染
、
業
雑
染
、
生
雑
染
の
中
で
、
煩
悩
と
業
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ

い
て
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

③

次
に
「
母
を
殺
し
、
父
を
殺
し
、
阿
羅
漢
を
殺
し
、
僧
伽
を
破
り
、
如
来
の
身
に
お
い
て
害
心
を
も
っ
て
血
を
出
す
こ
と
」
と
い
う

い
わ
ゆ
る
五
無
間
業
は
阿
鼻
地
獄
に
堕
す
る
最
大
の
罪
悪
で
あ
る
が
～
梧
伽
経
で
は
母
や
父
や
阿
羅
漢
を
解
釈
し
て
、
「
母
は
渇
愛
で

あ
り
、
父
は
無
明
で
あ
り
、
阿
羅
漢
は
随
眠
で
あ
る
云
々
」
と
説
き
、
普
通
一
般
に
い
わ
れ
る
五
無
間
業
の
解
釈
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

私
は
こ
う
し
た
考
え
が
す
で
に
法
句
経
並
び
に
法
句
経
の
註
釈
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
五
無
間
業
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み

よ
う
と
思
う
。

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業

は
じ
め
に

舟
橋

一
九
二

尚
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・
宮
瓦
、

Ｌ
Ｌ
，
力更

に
琉
伽
論
巻
八
お
よ
び
巻
九
に
は
、
こ
の
三
雑
染
が
よ
り
一
層
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
記
述
と
対
照
し
な
が
ら

三
雑
染
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
爺
伽
諭
巻
八
の
初
め
に
は
、

「
復
次
云
何
雑
染
施
設
雌
立
。
謂
由
二
三
種
雑
染
一
応
し
知
何
等
為
し
三
。
一
煩
悩
雑
染
。
二
業
雑
染
。
三
生
雑
染
」
（
大
正
三
○
、
三

と
説
か
れ
て
い
る
。

中
辺
分
別
論
相
品
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

４「
そ
れ
な
る
、
こ
の
〔
十
二
支
縁
起
〕
は

『
三
種
、
二
種
、
お
よ
び
七
繩
の
雑
染
〔
の
存
在
〕
で
あ
る
。
虚
妄
分
別
の
故
に
』
（
相
品
第
十
一
偶
Ｃ
ｌ
ｄ
）

三
種
の
雑
染
と
は
、
日
煩
悩
雑
染
と
。
業
雑
染
と
日
生
雑
染
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
㈲
煩
悩
雑
染
と
は
無
明
と
愛
と
取
と
で
あ
る
。

Ｑ
業
雑
染
と
は
〔
諸
〕
行
と
有
と
で
あ
る
。
日
生
雑
染
と
は
そ
の
余
の
〔
七
〕
支
で
あ
る
」

こ
こ
で
は
十
二
支
縁
起
と
三
雑
染
、
す
な
わ
ち
煩
悩
雑
染
、
業
雑
染
、
生
雑
染
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
雑
染
に
つ

い
て
は
す
で
に
解
深
密
経
分
別
琉
伽
品
に
も
、

「
雑
染
義
者
。
謂
三
界
中
三
種
雑
染
。
一
者
煩
悩
雑
染
。
二
者
業
雑
染
。
三
者
生
雑
染
」
（
大
正
一
六
、
七
○
○
上
）

二
二

上
…

「
於
二
初
地
中
一
対
．
治
悪
趣
煩
悩
業
生
雑
染
障
一
」
（
大
正
一
六
、
七
○
二
上
）

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業

ー

九
三



次
に
業
雑
染
に
関
し
て
は
、
や
は
り
爺
伽
諭
巻
八
に
、
鳴
柁
南
（
ご
菌
ご
煙
）
に
云
く
と
い
っ
て
‐

ト
ハ
ト
ト
ト
ピ
ト

「
自
性
若
分
別
因
位
及
与
レ
門

卜
ト
ト
ノ
ト
ナ
リ

増
上
品
顛
倒
差
別
諸
過
思
」
（
大
正
三
○
、
三
一
五
上
）

と
説
か
れ
、
①
業
の
自
性
、
②
業
の
分
別
、
③
業
の
因
、
側
業
の
位
、
⑤
業
の
門
、
⑥
業
の
上
品
、
例
業
の
顛
倒
、
⑧
業
の
差
別
、
⑨

⑥

業
の
過
患
の
順
序
で
業
雑
染
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
順
序
は
煩
悩
雑
染
の
順
序
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
中
、
「
業
の
分
別
」

正
三
○
、
三

と
説
か
れ
る
が
、

と
あ
り
、
煩
悩
雑
染
に
関
し
て
は
鳴
柁
南
（
ご
局
〕
〕
Ｐ
）
に
云
く
と
い
っ
て
、

ト
ハ
ト
ト
ト
ビ
卜

「
自
性
若
分
別
因
位
及
与
門

ト
ノ
ト
ト
ノ
ト
ナ
リ

上
品
顛
倒
摂
差
別
諸
過
患
」
（
大
正
三
○
、
三
一
三
上
）

と
説
か
れ
、
⑩
煩
悩
の
自
性
、
②
煩
悩
の
分
別
、
③
煩
悩
の
因
、
⑳
煩
悩
の
位
、
⑥
煩
悩
の
門
、
⑥
煩
悩
の
上
品
の
相
、
例
煩
悩
の
加

倒
の
摂
、
⑧
煩
悩
の
差
別
、
⑥
煩
悩
の
過
患
の
順
序
で
煩
悩
の
雑
染
が
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
煩
悩
の
分
別
」
で
は

く
ツ
ー
ク
ト
ナ
リ
ハ
ツ
｜
’
ク
ト
ト
ト
ナ
リ

「
或
分
二
二
種
一
謂
見
道
所
断
。
修
道
所
断
。
或
分
二
三
種
一
謂
欲
繋
色
繋
無
色
繋
」
（
大
正
三
○
、
三
一
三
中
）

と
説
か
れ
、
つ
づ
い
て
四
種
、
五
種
、
六
種
、
七
種
、
八
種
に
分
か
つ
と
い
わ
れ
、
九
種
に
つ
い
て
は
、

ハ
ツ
一
一
ク
ナ
リ
ニ
ハ
一
一
〈
一
一
〈
二
〈
一
一
〈
一
一
〈
一
一
ハ
一
一
〈
一
一
〈
ナ
リ

「
或
分
二
九
種
一
謂
九
結
。
一
愛
結
。
二
志
結
。
三
慢
結
。
四
無
明
結
。
五
見
結
。
六
取
結
。
七
疑
結
。
八
嫉
結
。
九
樫
結
」
（
大

三
二二

中

Ｆ
Ｄ

こ
の
九
結
に
つ
い
て
は
中
辺
分
別
論
で
も
障
品
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

二二

一
九
四



で
は
十
不
善
業
道

く
説
か
れ
て
い
る
。

７

と
こ
ろ
で
業
雑
染
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
長
沢
実
導
博
士
は
、

「
そ
れ
が
善
な
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
人
が
無
明
を
背
負
う
限
り
、
そ
の
善
は
人
性
論
的
に
宗
教
論
的
に
個
人
の
全
領
域
を
占
め

る
の
で
な
い
か
ら
、
絶
対
善
で
は
あ
り
え
な
い
（
有
漏
善
）
。
た
と
い
そ
の
動
機
が
不
注
意
・
衝
動
ま
た
は
他
か
ら
の
強
制
・
誘

惑
・
さ
し
ず
に
由
る
と
し
て
も
、
結
局
は
自
業
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
己
の
思
業
か
ら
の
思
已
業
な
の
で
あ
る
。
思
業
ｌ
↓
思
已

業
の
一
切
の
業
が
加
行
業
で
あ
る
場
合
に
は
す
今
へ
て
『
業
雑
染
』
と
さ
れ
る
。
」

７

と
い
わ
れ
、
「
行
為
（
「
こ
こ
ろ
」
も
ふ
く
め
て
）
と
呼
ぶ
概
念
は
す
べ
て
自
己
の
責
任
に
お
け
る
自
業
で
あ
り
、
行
為
自
体
は
自
己
の

人
間
性
の
形
成
過
程
の
上
に
何
ら
か
の
結
果
（
異
熟
・
業
報
）
を
植
え
つ
け
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
私
た
ち
の
一
般

的
な
す
べ
て
の
行
為
は
有
漏
業
で
あ
り
、
業
雑
染
な
の
で
あ
る
。

７

こ
こ
に
「
た
と
い
そ
の
動
機
が
不
注
意
・
衝
動
ま
た
は
他
か
ら
の
強
制
・
誘
惑
・
さ
し
ず
に
由
る
と
し
て
も
、
結
局
は
自
業
で
あ
っ

８

⑨
⑧

て
云
々
」
と
あ
る
の
は
↑
長
沢
博
士
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
如
く
、
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
巻
第
四
に
は
、
故
思
造
業
（
。
①
菌
ご
胃
目
白
窪
〕

留
日
ｏ
①
国
日
割
四
国
冨
周
冒
四
）
に
関
し
て
、

①
他
人
に
強
制
さ
れ
た
故
思
造
業

②
他
人
に
勧
誘
さ
れ
た
る
故
思
造
業

③
無
思
慮
に
よ
る
故
思
造
業

③
根
本
執
着
に
よ
る
故
思
造
業

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
一
九
五

（
殺
生
、
不
与
取
、
欲
邪
行
、
妄
語
、
離
間
語
、
鹿
悪
語
、
統
語
、
貫
欲
、
順
志
、
邪
見
）
と
十
善
業
道
と
が
詳
し



と
説
か
れ
、
四
種
の
相
す
な
わ
ち
日
生
の
差
別
、
ロ
生
銀
辛
、
日
生
不
定
、
口
生
流
転
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
、
生
流
転
で
は
⑩
縁

起
の
体
、
②
縁
起
の
門
、
⑧
縁
起
の
義
、
④
縁
起
の
差
別
、
⑤
縁
起
の
次
第
な
ど
十
項
目
に
わ
た
っ
て
縁
起
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い

⑪

る
。
こ
の
縁
起
差
別
で
は
「
縁
起
の
差
別
と
は
云
何
。
謂
く
前
際
に
於
け
る
無
知
等
な
り
」
と
説
か
れ
、
前
際
に
於
け
る
無
知
、
後
際

に
於
け
る
無
知
、
前
後
際
に
於
け
る
無
知
、
内
に
於
け
る
無
知
、
外
に
於
け
る
無
知
、
内
外
に
於
け
る
無
知
、
業
に
於
け
る
無
知
、
異

こ
の
煩
悩
雑
染
と
業
雑
染
と
を
合
わ
せ
て
因
雑
染
と
い
い
、
次
の
生
雑
染
は
果
雑
染
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
辺
分
別
諭
相
品

に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

⑩「
二
種
の
雑
染
と
は
、
㈲
因
雑
染
と
ｑ
果
雑
染
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
日
因
雑
染
と
は
煩
悩
と
業
と
を
自
体
と
せ
る
諸
支
に
よ
っ

て
で
あ
り
、
Ｑ
果
雑
染
と
は
そ
の
余
の
〔
七
〕
支
に
よ
っ
て
で
あ
る
」

因
雑
染
と
は
煩
悩
雑
染
す
な
わ
ち
無
明
と
愛
と
取
、
業
雑
染
す
な
わ
ち
〔
諸
〕
行
と
有
と
で
あ
り
、
果
雑
染
と
は
生
雑
染
す
な
わ
ち

識
、
名
色
へ
六
処
、
触
、
受
、
生
、
老
死
の
七
支
で
あ
る
。

生
雑
染
に
関
し
て
は
、
爺
伽
論
巻
九
で
は
四
種
の
相
に
由
る
と
い
わ
れ
る
。

ガ

ナ
リ
ヤ
ク
ル
ノ
ヨ
一
・
ヘ
シ
一
一
〈
ル
ガ
一
一
一
一
ニ
ハ
ル
ガ
一
一
一
一
一
一
〈
ｈ
ル
ガ
一
一
二
一
一
ハ
ル
ガ
二
一
一

「
云
何
生
雑
染
。
謂
由
二
四
種
相
一
応
‘
知
。
一
由
二
差
別
一
故
。
二
由
二
銀
辛
一
故
。
三
由
二
不
定
一
故
。
四
由
二
流
転
一
故
」
（
大
正

な
ど
、
五
種
の
故
思
造
業
が
説
か
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

⑤
顛
倒
に
よ
る
故
思
造
業

三
○
、
三
二
○
中
）

一
一
一

九
六



さ
て
日
煩
悩
雑
染
、
。
業
雑
染
、
日
生
雑
染
は
↑
そ
の
源
流
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
煩
悩
雑
染
、
業
雑
染
、
生
雑
染

は
十
二
縁
起
の
惑
、
業
、
苦
に
相
当
し
て
い
る
が
、
私
は
お
そ
ら
く
日
業
障
、
口
煩
悩
陣
、
白
異
熟
障
と
い
う
い
い
方
に
起
源
が
あ
る

喝

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
論
じ
た
如
く
、
原
始
経
典
並
び
に
そ
の
論
書
に
お
い
て
は
、
「
業
障
」
「
煩
悩
障
」
「
異

熱
障
」
と
い
う
ト
リ
オ
の
形
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
小
部
経
典
で
は
、

⑬「
業
障
を
有
し
、
煩
悩
障
を
有
し
、
異
熟
障
を
有
す
る
有
情
は
不
信
、
無
楽
欲
、
悪
慧
に
し
て
善
法
正
性
決
定
に
入
る
こ
と
能
わ

ず
、
是
の
有
情
を
不
能
と
な
す
」

と
い
わ
れ
、
ま
た
分
別
論
で
も

⑭「
諸
有
情
に
し
て
、
業
障
具
足
、
煩
悩
障
具
足
、
異
熟
障
具
足
、
不
信
、
不
妙
欲
、
悪
慧
な
る
は
善
法
に
お
い
て
正
性
決
定
に
入

る
こ
と
不
可
能
な
り
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
」

⑬

と
説
か
れ
て
い
る
し
、
人
施
設
論
で
も
同
様
に
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
い
ず
れ
も
目
業
障
、
口
煩
悩
障
、
ｅ
異
熟
障
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
い
ま
は
日
煩
悩
雑
染
、
ロ

業
雑
染
、
日
生
雑
染
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
業
」
と
「
煩
悩
」
の
順
序
が
入
れ
か
わ
り
、
「
異
熟
障
」
が
「
生
雑
染
」
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
「
異
熟
障
」
と
い
う
の
は
「
果
報
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
生
」
す
な
わ
ち
「
迷
い
の
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

生
雑
染
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
一
九
七

熟
に
於
け
る
無
知
な
ど
十
九
種
の
無
知
の
ほ
か
に
、
七
種
の
無
知
、
五
種
の
愚
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。

山



次
に
七
種
雑
染
に
関
し
て
中
辺
分
別
論
に
は
、

⑯
⑰

「
七
種
雑
染
と
は
七
種
の
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
㈲
〔
無
明
は
〕
顛
倒
の
因
で
あ
る
。
口
〔
行
は
〕
牽
引
の
因
で
あ
る
。
匂
〔
識

は
〕
将
導
の
因
で
あ
る
。
四
〔
名
色
と
六
処
は
〕
摂
受
の
因
で
あ
る
。
⑤
〔
触
と
受
は
〕
受
用
の
因
で
あ
る
。
㈱
〔
愛
と
取
と
有

は
〕
引
起
の
因
で
あ
る
。
㈹
〔
生
と
老
死
は
〕
厭
怖
の
因
で
あ
る
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
無
明
、
行
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
、
愛
、
取
、
有
、
生
、
老
死
の
十
二
支
縁
起
は
、
そ
れ
ぞ
れ
顛

倒
因
、
牽
引
因
、
将
導
因
、
摂
受
因
、
受
用
因
、
引
起
因
、
厭
怖
因
に
相
当
し
て
い
る
が
、
何
故
に
「
無
明
は
顛
倒
の
因
で
あ
る
」
と

⑬

い
わ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
「
実
に
無
明
に
陥
入
り
た
る
も
の
は
真
性
に
迷
う
が
故
に
」
と
説
か
れ
、
何
故
に
「
識
は
将
導
の
因
で
あ

⑲

る
」
と
い
わ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
「
此
世
に
死
し
た
る
も
の
を
生
の
境
界
に
将
導
す
る
が
故
に
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
、
虚
妄
分
別
の
雑
染
相
で
あ
る
三
種
、
二
種
、
七
種
の
雑
染
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
特
に
三
種
の
雑
染
で
は
、
煩
悩
雑

染
、
業
雑
染
、
生
雑
染
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
中
辺
分
別
論
に
お
け
る
「
煩
悩
と
業
」
の
関
係
が
十
二
支
縁
起
の
上
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
と
恩
請
う
。

と
こ
ろ
で
中
辺
分
別
論
真
実
品
、
⑩
善
巧
真
実
、
⑥
処
非
処
の
義
（
、
昏
習
爵
昏
倒
冑
昏
餌
）
を
説
く
と
こ
ろ
で
、

鋤「
非
愛
と
愛
と
清
浄
と
倶
生
と
勝
主
と
至
得
と
現
行
と
は
、
他
に
繋
属
す
る
義
に
よ
る
」
（
真
実
品
第
十
九
偶
）

五
｛
ハ

一
九
八



ｊｆ

と
税
か
れ
、
「
処
非
処
は
七
種
の
『
他
に
繋
属
す
る
義
』
に
よ
り
て
知
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
非
愛
、

愛
、
清
浄
、
倶
生
、
勝
主
、
至
得
、
現
行
に
お
け
る
「
他
に
繋
属
す
る
義
」
が
語
ら
れ
て
い
て
、

鰯「
そ
は
七
種
な
が
ら
業
と
煩
悩
と
生
と
の
三
繋
属
他
義
中
に
摂
在
す
」

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
倶
生
に
お
け
る
『
他
に
繋
属
す
る
義
』
」
で
は
、
如
来
と
転
輪
王
が
一
世
界
に
は
一
人
ず
つ
し
か
い

卿

な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
世
親
釈
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
多
界
経
に
説
か
れ
て
い
る
記
述
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
中
阿
含
巻
四
十
七
の
最
後
の
多
界
経
（
切
四
旨
‐
目
削
口
冒
‐
呂
茸
四
）
に
は
、

ｋ

「
云
何
比
丘
知
一
是
処
非
処
司
世
尊
答
日
。
阿
難
。
若
有
二
比
丘
一
見
一
処
是
処
一
知
二
如
真
一
見
二
非
処
是
非
処
一
知
二
如
真
↓
阿
難
。
苦

世
中
有
ニ
ニ
転
輪
王
並
治
者
聿
終
無
二
是
処
如
若
世
中
有
二
一
転
輪
王
治
者
一
必
有
二
是
処
争
阿
難
。
若
世
中
有
ニ
ニ
如
来
一
者
。
終
無
二

是
処
記
若
世
中
有
二
一
如
来
一
者
。
必
有
二
是
処
印
阿
難
。
若
諦
見
人
故
害
一
父
母
至
殺
二
阿
羅
訶
一
破
１
壊
聖
衆
一
悪
心
向
し
佛
。
出
一
一

如
来
血
者
。
終
無
二
是
処
ご
云
々
」
（
大
正
一
、
七
二
三
下
’
七
二
四
上
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
多
界
経
は
昌
騨
言
目
幽
‐
且
圃
鼠
月
目
》
口
曾
．
第
二
五
で
説
か
れ
て
い
る
（
南
伝
大
蔵
経
第
十
一
巻
下
、
中

部
経
典
四
、
五
六
頁
、
第
百
十
五
多
界
経
）
・

＊
大
正
蔵
経
（
一
、
七
二
三
下
）
は
「
苦
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
見
て
「
若
」
の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ま
引
用
し
た
こ
の
多
界
経
の
最
後
に

「
阿
難
。
若
諦
見
人
故
害
二
父
母
宛
殺
二
阿
羅
訶
記
破
．
壊
聖
衆
至
悪
心
向
し
佛
。
出
二
如
来
血
争
終
無
二
是
処
一
若
凡
夫
人
故
害
二
父
母
一

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
一
九
九

七



本
来
、
五
無
間
業
と
い
え
ば
五
逆
と
い
わ
れ
、
最
大
の
罪
悪
で
あ
る
。
し
か
し
枡
伽
経
で
は
五
無
間
と
は

㈱「
母
は
渇
愛
で
あ
り
、
父
は
無
明
で
あ
り
、
阿
羅
漢
は
随
眠
で
あ
り
、
僧
伽
は
五
瀧
の
聚
り
で
あ
り
、
佛
は
識
で
あ
る
」

と
説
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
五
無
間
、
す
な
わ
ち
、

⑰「
世
尊
よ
、
善
男
子
も
し
く
は
善
女
人
が
五
無
間
（
富
胃
騨
‐
目
四
昇
肖
乱
営
）
に
堕
罪
し
て
阿
鼻
地
獄
の
も
の
に
な
る
〔
と
い
う
〕

世
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
云
々
」

と
い
う
よ
う
な
五
無
間
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
枅
伽
経
で
は
こ
の
よ
う
な
五
無
間
業
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
説
か
れ
て
い
る
。

殺
二
阿
羅
訶
↓
破
．
壊
聖
衆
一
悪
心
向
し
佛
。
出
菫
如
来
血
一
者
。
必
有
二
是
処
雪
云
々
」
（
大
正
一
、
七
二
四
上
）

と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
五
無
間
業
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
五
無
間
業
に
つ
い
て
は
、
娚
伽
経
に
も
、

例「
さ
て
、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
ょ
、
五
無
間
は
何
か
と
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
、
母
と
父
と
阿
羅
漢
を
殺
す
こ
と
、
僧
伽
を
破
る
こ
と

如
来
の
身
に
お
い
て
害
心
を
も
っ
て
血
を
出
す
こ
と
で
あ
る
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
枅
伽
経
で
は
そ
の
直
後
に
、

燭「
こ
の
な
か
、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
ょ
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
の
母
は
何
か
と
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
喜
負
（
ロ
騨
旨
合
‐
働
盟
）
に
と
も
な
わ

れ
た
後
有
を
引
く
渇
愛
で
あ
り
、
〔
こ
れ
が
〕
母
性
と
し
て
住
す
る
。
無
明
は
〔
六
〕
処
の
城
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
父

性
と
し
て
〔
住
す
る
〕
。
母
と
父
と
の
こ
れ
ら
両
者
を
完
全
に
根
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
と
父
と
の
殺
害
が
あ
る
。
こ
の
な
か

鼠
の
毒
の
よ
う
な
烈
し
い
怒
り
の
性
質
を
も
っ
た
敵
に
ひ
と
し
い
、
も
ろ
も
ろ
の
随
眠
を
完
全
に
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿

羅
漢
の
殺
害
が
あ
る
云
々
」

二
○
○



そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
罪
悪
で
は
な
く
、
良
い
意
味
で
の
五
無
間
業
は
大
乗
独
特
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
の
起
源
は
す
で
に

法
句
経
並
び
に
法
句
経
の
註
釈
に
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
法
句
経
第
二
十
一
、
雑
の
部
二
九
四
偶
に
、

鱒「
母
と
父
と
を
殺
し
、
又
二
王
を
害
し
、
国
及
び
随
行
を
訣
し
、
婆
羅
門
は
害
な
く
過
ぐ
」

と
あ
り
、
つ
づ
い
て
二
九
五
偶
に
は
、

㈱「
母
と
父
と
及
び
二
の
婆
羅
門
王
を
逆
害
し
、
虎
第
五
怨
を
除
き
、
婆
羅
門
は
害
な
く
過
ぐ
」

鋤

と
あ
る
。
法
句
経
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
母
は
愛
の
瞼
で
あ
り
、
父
は
我
あ
り
と
想
う
慢
の
嘘
で
あ
り
、
二
王
と
は
断
常
の
二
見
の
職
で

あ
り
、
国
は
十
二
処
の
職
で
あ
り
、
随
行
は
喜
負
の
職
で
あ
り
、
二
の
婆
羅
門
王
と
は
断
常
二
見
の
職
で
あ
り
、
虎
第
五
怨
と
は
五
蓋

の
職
で
あ
る
、
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
五
無
間
業
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
母
を
〔
渇
〕
愛
と
し
、
父
を
「
我
あ
り
と
想
う
こ
と
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
娚
伽
経
が
「
母
を
渇
愛
と
し
～
父
を
無
明
と
す
る
」
記
述
と
類
似
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
故
、
娚
伽
経

の
よ
う
な
五
無
間
〔
業
〕
が
説
か
れ
る
起
源
は
、
す
で
に
挫
句
経
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
辺
分
別
論
で
は
十
地
を
説
く
と
こ
ろ
で
四
自
在
が
説
か
れ
、
第
十
地
に
お
い
て
業
自
在
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

帥「
第
九
地
に
お
い
て
智
自
在
の
所
依
止
を
〔
通
達
す
〕
。
無
畷
解
を
得
る
故
に
。

第
十
地
に
お
い
て
は
業
自
在
の
所
依
止
を
〔
通
達
す
〕
。
思
う
が
ま
ま
に
変
化
に
よ
っ
て
有
情
の
利
益
を
為
す
故
に
」

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
二
○
一

九 八



と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
智
自
在
、
業
自
在
に
つ
い
て
は
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
巻
第
四
に
も
説
か
れ
て
い
る
。

鋤
、
、
、
、

「
又
諸
菩
薩
自
在
業
用
不
可
思
議
。
所
謂
命
自
在
故
。
心
自
在
故
。
財
自
在
故
。
業
自
在
故
。
生
自
在
故
。
勝
解
自
在
故
。
願
自

、
℃
、
、

在
故
。
神
通
自
在
故
。
智
自
在
故
。
法
自
在
故
。
諸
大
菩
薩
由
如
是
等
自
在
力
故
。
所
作
業
用
不
可
思
議
」
（
大
正
三
一
、
六
八
一
中
）

中
辺
分
別
論
で
は
第
九
地
に
お
い
て
智
自
在
を
、
そ
し
て
第
十
地
に
お
い
て
業
自
在
を
と
い
う
よ
う
に
段
階
の
順
序
が
定
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
で
は
諾
の
自
在
が
並
列
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
、
私
は
中
辺
分
別
論
相
品
に
説
か
れ
て
い
る
雑
染
相
、
特
に
三
種
雑
染
す
な
わ
ち
煩
悩
雑
染
、
業
雑
染
、
生
雑
染
を
中
心
に
し

て
爺
伽
論
や
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
の
所
説
と
関
係
さ
せ
な
が
ら
、
業
思
想
を
考
察
し
て
き
た
。
な
か
で
も
「
母
を
殺
し
、
父
を
殺
し
、

阿
羅
漢
を
殺
し
云
々
」
と
い
わ
れ
る
五
無
間
業
は
五
逆
と
い
わ
れ
、
最
大
の
罪
悪
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
枅
伽
経
に
は
「
母
は
渇

愛
で
あ
り
、
父
は
無
明
で
あ
り
、
阿
羅
漢
は
随
眠
で
あ
る
云
々
」
と
い
う
独
特
の
解
釈
が
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
し
か
し
一
見
、

拐
伽
経
独
特
の
解
釈
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
五
無
間
業
の
解
釈
も
、
実
は
法
句
経
並
び
に
法
句
経
の
註
釈
の
中
に
そ
れ
と
類
似
す
る
解
釈

が
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
と
思
う
。

Ｅ
雲
二
口①

拙
稿
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
ｌ
相
品
。
障
品
・
真
実
品
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
五
士
一
巻
第
四
号
）
五
二
頁
参
照
．

②
長
尾
博
士
「
中
辺
分
別
論
の
題
名
」
癖
識
識
鑑
佛
教
思
想
史
論
集
）
一
九
七
頁
以
下
参
照
。

山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
四
○
七
頁
参
照
。

③
安
井
広
済
博
士
「
入
栂
伽
経
「
無
常
品
」
の
原
典
研
究
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
二
十
集
）
七
一
’
七
二
頁
参
照
。

④
胃
ゞ
ｚ
“
醤
。
》
冒
呂
ご
自
国
く
げ
目
鴨
‐
９
場
制
や
閏
息
＆
Ｐ

⑤
拙
稿
「
中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
」
（
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
十
八
号
）
五
八
’
五
九
頁
参
照
。

二

○
二



⑫
拙
稿
「
煩
悩
障
所
知
障
と
人
法
二
無
我
」
（
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
第
一
号
）
五
二
頁
参
照
。

⑬
南
伝
大
蔵
経
第
四
十
巻
二
○
七
頁
参
照
。

⑭
南
伝
大
蔵
経
第
四
十
七
巻
五
四
頁
参
照
。

⑮
南
伝
大
蔵
経
第
四
十
七
巻
三
七
七
頁
参
照
。

⑯
ｚ
侭
四
○
本
、
ロ
．
隠
息
．
陣

⑰
カ
ッ
コ
内
は
チ
今
ヘ
ッ
ト
訳
並
び
に
漢
訳
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
、
七
種
の
因
を
あ
げ
た
後
、
そ
の
説
明
（
十
二
支
縁
起
と

の
関
係
）
が
説
か
れ
て
い
る
。

⑱
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
六
四
頁
参
照
。

⑲
同
書
、
六
四
頁
参
照
。

⑳
ｚ
侭
騨
○
本
、
や
農
道
．
酌

⑳
ｚ
品
四
○
本
、
や
怠
息
．
ｇ
、

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
二
○
三

⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩ (9)（8）（7）（6）

弓
・
吊
蔀
四
（

（
ぐ
・
『
．
①
（

し
れ
な
い
。

ｚ
四
ぬ
い
○
本
、
や
砦
ゞ

大
正
三
○
、
三
二
二
中

前
出
一
九
四
頁
参
照
。

長
沢
実
導
博
士
「
琉
恥

長
沢
実
導
博
士
「
琉
伽
行
に
お
け
る
業
の
問
題
」
（
日
本
佛
教
学
会
年
報
第
二
十
五
集
）
二
九
一
頁
参
照
。

同
書
、
二
九
八
’
二
九
九
頁
参
照
。

大
正
三
一
、
六
七
九
上
参
照
。

田
厚
且
冒
昌
シ
ゥ
冨
目
肖
目
四
‐
困
目
ロ
Ｃ
Ｏ
畠
ゅ
旦
鈩
の
息
盟
』
留
冒
武
口
房
の
３
国
忌
巴
ゞ
や
留
息
．
届
但
し
、
こ
の
個
所
は
①
○
厘
〕
巴
の
本

、
．
『
．
○
○
匡
］
畠
①
》
蜀
制
習
房
の
具
⑭
辱
○
日
昏
①
鴬
）
冨
号
胃
日
儲
④
日
ロ
。
８
冒
旦
儒
農
習
乞
ミ
）
に
は
見
出
さ
れ
な
い
か
ら
、
還
元
梵
語
か
も

冠
・
唖
長
、
，
画
、



二
○
四

鰯
山
口
博
士
‐
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
二
四
三
頁
参
照
。

倒
国
四
鴨
。
本
、
ロ
怠
莨
．
９
．

山
口
博
士
「
漢
蔵
対
照
弁
中
辺
論
」
六
四
頁
参
照
。

“
安
井
博
士
「
入
傍
伽
経
『
無
常
品
」
の
原
典
研
究
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
二
十
集
）
七
一
’
七
二
頁
参
照
。

⑮
同
書
、
七
二
頁
参
照
。

㈱
同
害
、
七
二
頁
参
照
。
（
取
意
）

⑰
同
書
、
七
一
頁
参
照
。

鰯
荻
原
雲
来
訳
註
「
法
句
経
」
（
岩
波
文
庫
）
七
九
頁
参
照
。

南
伝
大
蔵
経
（
第
二
十
三
巻
）
の
訳
は
「
母
（
愛
欲
）
と
父
（
我
慢
）
と
を
殺
し
、
刹
帝
利
族
の
二
王
（
断
見
・
常
見
）
を
〔
殺
し
〕
、
王
国

‐
（
十
二
処
）
と
そ
の
従
臣
（
喜
負
）
と
を
殺
し
て
、
婆
羅
門
は
苦
患
な
く
行
く
」
（
六
三
頁
参
照
）
と
あ
る
。

法
句
経
巻
上
、
教
学
品
法
句
経
第
二
、
二
十
有
九
章
に
は
「
学
先
断
し
母
率
一
一
君
二
臣
一
廃
二
諸
営
従
一
是
上
道
人
」
（
大
正
四
、
五
五
九
下
）
と
あ

出
曜
経
巻
第
二
十
六
、
霊
要
品
第
三
十
に
は
「
除
其
父
母
縁
王
家
及
二
種
逓
減
其
境
士
無
垢
為
梵
志
」
（
大
正
四
、
七
五
○
下
）
と
あ

る
。
（
丹
生
実
憲
「
法
句
経
の
対
照
研
究
」
七
九
頁
参
照
）

御
同
書
、
八
○
頁
参
照
。

南
伝
大
蔵
経
（
第
二
十
三
巻
）
の
訳
は
「
母
と
父
と
を
殺
し
、
婆
羅
門
族
の
二
王
を
殺
し
、
虎
〔
将
〕
を
第
五
と
す
る
も
の
（
五
蓋
、
虎
Ｉ
疑

蓋
）
〃
を
殺
し
て
、
婆
羅
門
は
苦
患
な
く
行
く
」
（
六
三
頁
参
照
）
と
あ
り
、

出
曜
経
巻
三
十
、
梵
志
品
之
二
に
は
「
先
去
其
母
王
及
二
臣
尽
勝
境
界
是
謂
梵
志
」
（
大
正
四
、
七
七
四
下
）
と
あ
る
。

＊
本
稿
の
校
正
段
階
で
安
井
博
士
よ
り
こ
の
偶
文
並
び
に
註
田
の
偶
文
に
つ
い
て
は
、
・
坂
本
幸
男
博
士
「
華
厳
教
学
の
研
究
」
（
五
三
三
頁
’
五

三
六
頁
）
》
に
出
て
い
る
と
の
御
教
示
を
頂
い
た
。

り
、



「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
（
第
十
八
号
＄
第
十
九
号
）
に
連
載
し
て
い
る
「
中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
①
②
」
と
同

じ
形
式
で
、
本
論
文
に
関
係
の
深
い
第
一
章
相
品
の
一
部
（
虚
妄
分
別
の
中
の
雑
染
相
）
を
和
訳
し
よ
う
と
思
う
。
こ
の
個
所
は
す
で

に
大
乗
佛
典
（
世
界
の
名
著
２
、
中
央
公
論
社
昭
和
蝿
年
刊
）
に
現
代
的
な
訳
が
載
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
と
と
も
に
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

一
、
和
訳
文
は
ｚ
騨
盟
○
本
（
旨
且
ご
習
冨
く
ぎ
冨
魑
さ
目
蓮
四
》
目
。
ご
○
邑
霞
）
を
底
本
と
し
た
。

一
、
本
文
の
上
欄
に
底
本
の
頁
数
を
附
し
、
下
欄
に
目
鼻
国
本
ｅ
Ｈ
ｚ
騨
昏
自
己
、
冒
庁
旨
｝
印
員
。
シ
ロ
Ｐ
貝
巳
昌
目
冒
冒
晶
旨
且
ご
自
国
‐
く
ぎ
冨
盟
‐

ｇ
硝
冨
ゞ
弔
四
目
色
岳
雪
）
の
頁
数
を
附
し
た
。

一
、
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
（
北
京
版
）
の
頁
数
を
本
文
中
の
右
肩
に
示
し
た
。

一
、
本
文
中
の
〔
〕
－
の
中
は
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
訳
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
文
中
の
㈲
目
白
は
訳
者
が
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
勺
・
目
・
印
ご
盲
目
Ｂ
ｇ
ｐ
８
９
日
日
①
貝
ぃ
ｑ

⑪
ｚ
品
塑
』
○
本
ハ
ロ
器
菖
．
吟

対
羽
、
Ｈ
貰
津
５
口
”
シ
ご
巨
（
旨
四
国
ロ
ゆ
あ
四
日
ロ
負
閣
ぐ
ゆ

く
れ
な
い
よ
』
う
で
あ
る
。

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
頗
悩
と
柔

中
辺
分
別
諭
相
品
（
の
一
部
）
の
和
訳

乳＊

旦
陦
自
照
一
．
蟹
具
旨
時
①
３
口
后
呂
勺
臼
息
ゞ
ぷ
．
こ
の
個
所
も
○
○
匡
邑
。
本
に
は
見
出
さ

［
目
ロ
』
、
鰐
一
参
昭
昭

＊＊

＊ 手

二
○
五



②

「
覆
障
す
る
故
に
、
生
長
さ
せ
る
（
安
立
す
る
）
故
に
、
↑
将
導
す
る
故
に
、
摂
持
す
る
故
に
、
円
満
さ
せ
る
枚
に
、
三
分
別
の
故

に
、
受
用
す
る
故
に
、
引
起
す
る
故
に
」
（
相
品
第
十
偶
）

「
連
縛
す
る
故
に
、
現
向
す
る
故
に
、
苦
の
故
に
、
世
間
は
悩
ま
さ
れ
る
」
（
相
品
第
十
一
偶
ａ
ｌ
ｂ
）

そ
の
中
、
「
覆
障
す
る
故
に
」
と
は
、
無
明
が
如
実
に
見
る
こ
と
を
障
磯
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
生
長
さ
せ
る
（
安
立
す
る
）
故
に
」

③

と
は
、
諸
行
に
よ
っ
て
識
中
に
業
の
璽
習
を
安
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
将
導
す
る
故
に
」
と
は
、
識
に
よ
っ
て
生
処
に
到
ら
し
む
る

か
ら
で
あ
る
。
「
摂
持
す
る
故
に
」
と
は
、
名
色
に
よ
っ
て
有
情
の
自
体
を
〔
摂
持
す
る
〕
か
ら
で
あ
る
。
「
円
満
さ
せ
る
故
に
」
と

は
、
六
処
に
よ
っ
て
〔
有
情
の
体
を
円
満
さ
せ
る
故
に
〕
。
「
三
分
別
の
故
に
」
と
は
、
触
に
よ
っ
て
〔
根
境
識
の
三
を
分
別
す
る
故
に
〕
。

４
ｂ

「
受
用
す
る
故
に
」
と
は
、
受
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
「
引
起
す
る
故
に
」
と
は
、
業
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
た
後
有
（
宮
ご
胃
‐
昏
曽
『
四
）
の

愛
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
「
連
縛
す
る
故
に
」
と
は
、
諸
取
に
よ
っ
て
生
起
に
随
順
す
る
欲
等
に
、
識
を
〔
連
縛
す
る
〕
故
に
。
「
現
向

４

す
る
故
に
」
と
は
、
已
に
為
さ
れ
た
業
の
異
熟
を
後
有
（
次
の
生
存
）
に
お
い
て
与
え
る
こ
と
に
向
う
か
ら
で
あ
る
。
「
苦
の
故
に
」

と
は
、
生
・
老
・
死
に
よ
っ
て
〔
苦
し
む
〕
か
ら
で
あ
る
。
〔
か
く
し
て
〕
世
間
は
悩
ま
さ
れ
る
。
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染

４
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ま
た
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一
章
相
品

相

二
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そ
れ
な
る
、
こ
の
〔
十
二
支
縁
起
〕
は

「
三
種
、
二
種
、
お
よ
び
七
種
の
雑
染
〔
の
存
在
〕
で
あ
る
。
虚
妄
分
別
の
故
に
」
（
相
品
第
十
一
偶
Ｃ
ｌ
ｄ
）
”

三
種
の
雑
染
と
は
、
㈲
煩
悩
雑
染
と
。
業
雑
染
と
日
生
雑
染
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
㈲
煩
悩
雑
染
と
は
、
無
明
と
愛
と
取
と
で
あ
る
。

○
業
雑
染
と
は
、
〔
諸
〕
行
と
有
と
で
あ
る
。
日
生
雑
染
と
は
そ
の
余
の
〔
七
〕
支
で
あ
る
。
二
種
の
雑
染
と
は
、
日
因
雑
染
と
。
果

趣
雑
染
と
で
あ
る
．
そ
の
中
、
㈲
因
雑
染
と
は
、
煩
悩
と
業
と
を
自
体
と
せ
る
諸
支
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
○
果
雑
染
と
は
そ
の
余
の
〔
七
〕

支
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
七
種
雑
染
と
は
、
七
種
の
因
で
あ
る
。
〔
す
な
わ
ち
〕
、
日
顛
倒
の
因
、
Ｑ
牽
引
の
因
、
白
将
導
の
因
、
卿
摂
受

の
因
、
㈲
受
用
の
因
、
倫
引
起
の
因
、
㈲
厭
怖
の
因
で
あ
る
。
そ
の
中
、
㈲
顛
倒
の
因
は
無
明
で
あ
る
。
○
牽
引
の
因
は
〔
諸
〕
行
で

あ
る
。
匂
将
導
の
因
は
識
で
あ
る
。
四
摂
受
の
因
は
名
色
と
六
処
と
で
あ
る
。
⑤
受
用
の
因
は
触
と
受
と
で
あ
る
。
伺
引
起
の
因
は
愛

と
取
と
有
と
で
あ
る
。
㈹
厭
怖
の
因
は
生
と
老
死
と
で
あ
る
。
一
切
の
こ
れ
ら
雑
染
は
虚
妄
分
別
よ
り
生
起
す
る
、
と
。

仙
屏
営
圃
團
茜
は
は
く
唇
圃
の
。
ゅ
尻
．
で
８
日
四
庸
冒
ｇ
ご
旨
》
８
吋
①
医
蔚
』
ｇ
］
］
』
ぃ
畠
）
号
巳
胃
①
な
ど
の
意
が
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は

ｍ
８
ｐ
（
説
く
）
と
な
っ
て
い
る
。

に
Ｈ
ｏ
冨
冒
は
く
Ｈ
ｇ
の
８
巨
“
・
で
の
凹
扁
冒
函
さ
四
○
ジ
『
の
意
、
漢
訳
は
玄
英
訳
、
真
諦
訳
と
も
に
「
安
立
」
と
な
っ
て
い
る
。

ｊ③
胃
四
鳥
昏
ｇ
四
目
回
は
冒
昌
‐
く
“
９
画
の
８
口
“
．
で
あ
る
が
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
、
註
②
の
Ｈ
ｏ
冨
窟
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
は
、
と
も
に
巨
号
“

も
四
（
８
Ｃ
四
黒
．
８
昏
引
ｏ
急
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
笛
ヴ
○
国
目
①
肝
己
四
（
８
昏
引
９
こ
め
①
①
ｅ
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

側
「
与
え
る
」
と
は
現
実
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
果
、
与
果
の
与
果
に
相
当
す
る
。
（
舟
橋
一
哉
著
「
業
の
研
究
」
一
○
四
頁
参
照
）

1）註＊
中
辺
分
別
論
無
上
乗
品
に
は
、
十
波
羅
蜜
と
業
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
菜
二
○
七


